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研究成果の概要（和文）：本研究は、近世日本の松代藩を事例として、①職制ごとの文書管理システムがどのようなも
のであったか、②幕政と藩政、藩庁外の役所と藩内の記録管理システムの関係性、③藩主文書と藩庁文書との関係性、
④史料群構造と組織機能についてを検討した。
本研究によって藩内における文書・記録の作成・授受・管理の具体相が明らかとなり、各部局を文書・記録を介した有
機的なつながりを明らかにすることができた。社会的還元として松代藩の記録をインターネット公開した。

研究成果の概要（英文）：This research focused on Matsushiro-han(domain) in pre-modern Japan as a case 
study, and pursued (1) revealing the documentation management system of each position in han(domain) 
office organization, (2) relationship between bakufu (shogunate) governance and han (domain) governance 
as well as branch offices of han and record keeping system of han-cho (the main office of han), (3) 
relationship between hanshu (federal lord) documents and han-cho documents, and (4) structure of archival 
materials and organizational functions.

As results of this research, specific aspects of creation, transaction, and administration of documents 
within han were clarified. Coordinated connection among each office through documents and records was 
also elucidated. To return the fruits to society, we published “the archives of Matsushiro-han” on the 
Internet.
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１．研究開始当初の背景 
記録管理の歴史については、様々な地域・

団体を対象として研究が進みつつあるが、近

年、近世藩政文書に関する個別研究が増して

いる。藩政運営は慣例や先例に基づきつつ、

その時代に即応した取り組みが求められ、藩

研究は「藩社会」・「藩世界」・「藩地域」など

の新たな研究視角が提案されるが、これまで

記録管理やその歴史に関する研究は見られ

ない。近世において記録システムは合意形成

（意思決定）・情報伝達・集合記憶などに欠

かせぬ存在であり、その研究が藩研究や藩政

史研究に極めて重要となることはいうまで

もなく、記録管理システムの解明には、記録

を発生・管理した藩の組織機構の検討が必要

である。 

 
２．研究の目的 
（1）藩内の職制ごとの文書管理システムが

どのようなものであったか。近世中後期、藩

政の円滑な運営には、適切な記録管理が不可

欠であることが明らかにされてきているが、

組織全体の具体的な記録管理システムは史

料的制約などから不明な点が多い。 

（2）幕政と藩内、藩庁外の役所と藩内の記

録管理システムの関係性。記録・文書が組織

間での情報伝達に主に利用されたことを考

えれば分析が藩内部に止まることはできな

い。諸関係の組織構造と機能を分析し、活動

を担保した記録管理システムに迫る。 

（3）藩主・藩侯文書と藩庁文書との関係で

ある。藩主・藩侯文書と藩庁文書では保存管

理を異にし、そのことが近代以降の藩主・藩

侯文書と藩庁文書に対する認識や取り扱い

の違いとしても現れ、伝来を規定する。両者

についての記録管理に関する研究は、大名の

家と藩の研究にも貢献できる。 

（4）アーカイブズ学において提案が見られ

る史料群構造と組織機能について検討。従来

のアーカイブズ学では史料群構造を団体の

組織構造との関連で捉える考え方が一般的

であったが、近年、組織の機能構造から史料

群全体を捉えようとする試みが提唱されて

いる。前近代の団体においてこのような視角

から編成された検討はなく、真田家文書を事

例とした機能構造体からの分析は有効であ

ろう。 

なお、これら 4 つの課題はそれぞれが独立

した課題ではなく、藩の記録管理システムと

して有機的に結びついている。 

 
３．研究の方法 
（1）基盤整備に関わり、分析を対象となる

未整理史料の調査・目録作成を行なう。その

ために文書調査整理班を組織し、真田宝物館

蔵真田家文書・国文学研究資料館蔵八田家文

書の目録作成を実施した。 

（2）役職毎の組織・機能を明らかにし、藩

の記録管理システムを解明するため、記録管

理研究班を組織した。 

（3）上記ふたつの作業の中で歴史的な保存

管理のシステムを検討しつつ、現在の保管環

境などの保存科学による知見から検討する

ため保存班を組織した。ここでは現状の劣化

や保存処置にも対応した。 

（4）これらの成果を広く社会に還元しつつ、

情報学的観点から藩の文書管理システムを

解明する方法論の模索のために「データべー

ス作成班」を組織した。 
 
４．研究成果 

（1）基盤整備として後述するように松代藩

産物会所取締役八田家文書の目録作成を進

め、3 冊の目録を刊行した（14120 レコード）。 

（2）藩内外の記録・文書の作成・授受・管

理システムがどのように機能しているかが

明らかとなり、成果報告として 7 回の研究会

を開催し 23名の研究者に研究報告を頂いた。

また、地域への還元のため最終年度に地域シ

ンポジウム『松代藩真田家の歴史とアーカ

イブズ』を真田宝物館とともに開催し 100

余名の参加を得た。 



（3）（1）の作業などによって作成した目録

データを国文学研究資料館収蔵歴史アーカ

イブズデータベースに搭載し、一部研究で利

用した画像を一般公開した。 

 以上の成果については平成 27 年度内にま

とめ、刊行の予定である。 
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